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ヘルシンキ・オリンピックで、戦後の日本であらゆる競技を通じて初の金メダルを取った石井庄八選手は、試合の

あと、朝日新聞に下記の通り手記を寄せ、喜びを表した。（一部、現在の言葉・送りがなに変えています）

　君が代が吹奏されている。わたくしは昇り行く日の

丸をジッと見つめていた。いつもわたくしの胸に置い

ていたことが実現されたのだ。うれしいという言葉な

どでは表現することのできない気持ちだ。流れ出る

汗も感じない、表彰台上にいることも感じない、わたく

しの心も体も日の丸とともにあるような気がする。

　ああ、感激の一瞬。一生を通じて忘れ得ぬものとな

ろう。いまこうしていると、なんだか夢でも見ているよ

うな気がしてならない。どうやらやっと気分も落ち着

いたので、わたくしの感じていることを書いてみます。

　みなさまのおかげで、この優勝の栄冠を得ることが

できました。諸先輩のひと方ならぬ御理解とわたくし

をとりまく周囲の人々の御援助の賜と深く感謝してい

る次第であります。

　特に、わたくしにとっては忘れることのできないこと

は、レスリングのレの字も知らないわたくしに手をとっ

て導いてくださった大先輩、いまは北海道におられる

母校中大レスリング部の創立者松江喜久弥氏がいた

ればこそであります。

　わたくしは松江さんの情熱に引きずられレスリング

へととびこんだのです。レスリング部へ入った当初か

ら松江さんはよくオリンピックの話をしてわたくしを励

まして下さいました。どんなにつらく苦しいときでも、

オリンピックにはためく日の丸を思うと、また新しい闘

志が燃えました。

　日本レスリング界を振り返って見るならば、八田会

長がおったればこそ今日全員入賞の素晴らしい成績を

収めることができたといっても過言ではないでしょう。

八田会長はあらゆる苦難を押し切って二回のアメリカ

遠征と二回のアメリカ・チーム招待試合をやられたの

ですが、これにより日本レスリングがスピードと柔軟性

のあるレスリングに変わったことが何よりの勝因であ

ると思います。

　つまり“スピード”と“技”が、“力”に勝ったわけです。

それから、もうひとつの大きなことは、早くヘルシンキ

に入り、気候、食物に慣れたこと、そしてフィンランド

のレスラーを呼び、西出監督もわれわれ選手と一緒に

なって熱心に指導され、欧州のレスリングを知ったこ

とであります。

　今回の試合において特に感じましたことは、アメ

リカ遠征中に八田会長よりやかましく言われたため、

タックルを左も右もできるようになっていたことが非常

に役立ちました。要するに、スタンドでもグラウンドで

も左右平均して技をできるよう練習することが大切で

あると思います。

　試合に臨む前にわたくしの心を力づけてくれたもの

は、自分は酒もタバコも止め、全力をレスリングにそそ

いできたのだということでした。心血をそそいでわた

くしの道に悔いを残すまいと思いました。

　そして一試合ごとに、これからだ、これからだ、と心

に言い聞かせ、新人の時の気構えで一生懸命に闘い

ました。今後も、これからだ、という心で進む覚悟で

す。

　日本レスリング界もこれからだと思います。八田会

長の言われるスピードと技の方針で進むこと。それに

ブリッジの練習をもっとして首を強くして攻め技を勉

強することが肝要であると思います。これから滞欧

中、レスリングを一層勉強してアメリカと欧州との長所

を入れ、日本独特のものをつくり上げたならば、必ず

無敵のレスリング王国となることを信じます。

石井庄八選手の手記

1952

階級
（出場選手数） 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 5回戦 6回戦 7回戦 順位

52kg級
（16名）

北野　祐秀
（慶　大）

○ 判定
R. G. Johansson
（スウェーデン）

○ フォール、7'20"
M. Elward
（エジプト）

○ フォール、4'30"
C. R. Davila
（メキシコ）

○ フォール、10'15"
Louis-Joseph Baise
（南アフリカ）

● 判定
Hasan Gemici
（トルコ）

○ 判定
Mahmoud Mollaghassemi
（イラン）

2位

57kg級
（20名）

石井　庄八
（中大ＯＢ）

○ 判定
T. A. Jaskari
（フィンランド）

○ フォール、7'35"
K. Irvine
（英国）

○ 判定
Cemil Saribacak
（トルコ）

○ 判定
E. Schmitz
（ドイツ）

○ 判定
Edvin Vesterby
（スウェーデン）

○ 判定
Kha-Shaba Jadav
（インド）

○ 判定
Raschid Mamedbekov

（ソ連）
優勝

62kg級
（21名）

富永 利三郎
（明　大）

○ フォール、1'20"
M. A. Giron
（グアテマラ）

● フォール、8'32"
Rauno Maekinen
（フィンランド）

○ フォール、6'40"
A. Bernard
（カナダ）

○ 判定
Geza Hoff mann
（ハンガリー）

● 判定
Nasser Guivehtchi

（イラン）
5位

67kg級
（23名）

霜鳥　武雄
（明　大）

○ 判定
B. Larsson
（ノルウェー）

○ 判定
M. A. A. Badr
（エジプト）

○ 判定
R. Garrard
（豪州）

● フォール、9'15"
Olle Anderberg
（スウェーデン）

6位

73kg級
（20名）

山崎　次男
（関　大）

○ 判定
J. B. Lecler
（フランス）

○ 判定
D. Irvine
（英国）

○ 判定
C. F. Martin
（南アフリカ）

● 判定
Abdullah Modjtavai

（イラン）
5位

※階級はkgで表示。当時の呼称は、52＝フライ級、57＝バンタム級、62＝フェザー級、67＝ライト級、73＝ウエルター級

日本選手団で唯一金メダルを獲得。胴上げされる石井庄八

1951年世界選手権で8階級中6階級で優勝、この年

のヘルシンキ・オリンピックでも2階級を制覇し、

ソ連が躍進するまでフリースタイルの最強国と

言っていい存在。その国から招待を受けたという

ことは、ヘルシンキ・オリンピックでの日本の活躍

が認められたと言える。

　同21～ 23日には青山レスリング会館で全日本

選手権が行われ、ヘルシンキ・オリンピック代表の

霜鳥武雄（明大）がライト級で5連覇を達成。フラ

イ級の北野祐秀（慶大）、フェザー級の富永利三郎

（明大）のオリンピック代表も勝った。

　大会後、本協会はトルコからの招待受諾を決め、

八田一朗団長、山村正之監督のほか、全日本選手権

の優勝選手を中心に下記の選手を翌年初めにトル

コへ派遣することを決定した。

　北野祐秀（慶大）、米盛勝義（中大OB）、富永利三

1952年　全日本選手権　【優勝者】
（11月21～ 23日、東京・青山レスリング会館）

フライ級 北野祐秀（慶大）

バンタム級 米盛勝義（中大）

フェザー級 富永利三郎（明大）

ライト級 霜鳥武雄（明大）

ウエルター級 島谷清晴（中大OB）

ミドル級 平野藤次（中大）

ライトヘビー級 伊藤信夫（明大OB）

ヘビー級 曽根康治（明大）

※フリースタイルのみ実施

郎（明大）、霜鳥武雄（明大）、島谷清晴（中大OB）、平

野藤次（中大）、伊藤信夫（明大）、曽根康治（明大）

※最終的には就職試験や学業の都合で、富永が浅

川直良（明大）へ、北野が橋本秀顕（明大）へ変更

ヘルシンキ・オリンピック　日本選手成績
1952年 7月20～ 23日　フィンランド・ヘルシンキ

2回戦で英国選手と闘うバンタム級の石井庄八


